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 １０月２０日から学校設定科目「コスモサイエンスⅠ」が始まりました。 

 第１回は金沢大学工学部田中一郎教授をお招きし「科学技術の発展～科学の生まれ

た頃～」について講義をしていただきました。 

 

 

 大学教授の授業ということで、最初は身構えていた生徒たちも、田中先生の話術と

「地球は動いているのか？」という身近な質問にリラックスした様子でした。しかし、

次々と質問され本論に入っていくと皆真剣な眼差しで講義を受けていました。 

「今までの固定観念を捨て去って物事を見つめ、新しい見方を身につけたとき新た

な発見があるのである」というお話は、先日の特別講演会での西澤先生のお話とも共

通した部分があるようにも感じました。これらの講義や講演がこれからの学習に大い

に役立つものであると願っています。 

 なお、「コスモサイエンスⅠ」については、『コスモサイエンスⅠだより』を発行

し随時ご報告していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 ㈶日本原子力文化振興財団が募集した『「原子力の日」記

念・第３５回高校生論文募集』に応募した論文が「文部科学

大臣賞」を受賞しましたのでご報告します。 

 これは「現代社会」の夏休み中の課題として提出したものを今回の論

文募集に応募したもので、全国の高校生から９７５編の応募がありまし

た。その中で、１年９Ｈの亀渕萌君（写真）が最高賞である「文部科学

大臣賞」を受賞しました。また、本校から、松岡奈緒美さん（１年９Ｈ）、松村瑠璃

さん（１年６Ｈ）、湊山梨紗さん（１年４Ｈ）の３名が入選されました。 

 

石川県立金沢泉丘高等学校�

第１回 田中一郎先生 第２回 田中辰夫先生 



原子力エネルギーの功罪 
石川県立金沢泉丘高等学校 亀渕 萌 

 
 今年はこれまでにないほどエネルギーについて考えさせられた。東京電力の原子力発電所が、損傷隠しなど

の不祥事で、四月には十七基の原発すべてが停止するという事態になり、関東での電力不足が急浮上したから

だ。 

 私は、原子力発電には全面的に反対ではないが、諸手をあげて賛成することもできない。チェルノブイリや

茨城県東海村での事故、各地で起きている冷却水漏れなど、原発に対する信頼が損なわれつつあり、低コスト

で安定した電力を供給できる反面、放射能汚染や使用後の処理が難しいという問題があるからだ。しかし、原

子力エネルギーは今や私たちの生活を支える主要な電力となっていることも事実だ。こうした状況のなか、原

発が停止し、「停電の危機」に直面したことで多くの人がエネルギーの問題を真剣に考えるようになった。原

発停止になっても私たちが困ることなく、しかも地球環境への負荷が少ないエネルギー源はあるのだろうか。 

 外国では、ドイツやスウェーデンに続いて、ベルギーでも原発を全面的に廃止する方針を打ち出した。ベル

ギーでは、原発にかわって天然ガス・水力・風力・太陽などの自然エネルギーなどで需要をまかない、節電を

強化するにあたり、風力など自然エネルギーの技術革新を促すため、新しい税の仕組みを考えることになった。

日本では、原発に対して交付金や核燃料税、固定資産税の支払いが義務づけられているほか、今後新たに使用

済み核燃料税が追加される。新税導入によって全電力会社で年間約五十億円の負担増になるという。原発立地

自治体にとっては格好の収入源である反面、電力会社にとっては厳しい制度だ。私たちは税の視点からエネル

ギーを見直す事もできるのではないだろうか。 

 では日本でも、自然エネルギーによる発電を導入できるかというと、現実にはそうたやすいことではないよ

うだ。日本風力エネルギー協会によれば、青森県下北半島に大規模な風力発電基地があるほか、温暖化防止の

追い風を受けて、各地で少しずつ風力発電所の建設が増えているという。しかし、発電量が少ないため全部合

わせても国内の電力供給量の一％とのことだ。また、風力発電に向いている風の良い場所はほとんどが国定・

国立公園になっており、適当な設置場所がないことや、外国の二倍～二倍半も建設コストが高いということが

悩みだそうだ。これでは企業の食指が動くとは思えないが、果たしてどうだろうか。風力発電一つを例にとっ

ても、自然エネルギーの導入がいかに難しいかを物語っている。 

 ところで、近年「グリーンケミストリー」という取り組みが本格化しつつある。これは、日本化学会などが

牽引役となり、有害物質や資源の浪費を抑え、環境と健康に配慮した化学をめざそうというものだ。九十年代

前半に米英で提唱され、クリントン前大統領が取り上げたことで勢いがつき、経済協力開発機構が後押しした

ことで大手化学企業がこぞって立ち上がる結果となった。団体の代表者は「良いところには社会の応援を、悪

い所には問題点の指摘を受けたい。グリーンケミストリーが良い方向に進むには、どちらもが力になる」と述

べている。このことから、上昇志向の科学技術だけに頼ろうとする事は現代ではもはや難しく、原子力エネル

ギーについても、環境問題や安全性、人間との関わりにおいて再考しなければならないところまできている。 

 そこで、科学者や科学技術のあり方を考えるにあたり、忘れてはならないのが原子力エネルギーの原点であ

る原爆についてだ。「原爆の父」オッペンハイマーは、難解な量子力学を短期間でマスターするほど秀でた能

力をもっていたと言われている。しかし、「核物理学の百科事典」と異名をとるほど非凡な才能の持ち主であ

った彼は、その非凡な才能ゆえに原爆開発に利用されることになる。そして、その原爆が広島と長崎に投下さ

れた。私たちは、中学校の修学旅行で広島の原爆ドームを訪れ、被爆した人からも当時の話を聞いた。知識と

して知っていたのとはまるで違うものを肌で感じ取ったこの体験を通して、平和的に使用されれば原子力エネ

ルギーとして私たちの生活に不可欠のものとなる一方で、使い方を誤れば大量殺戮の兵器に早変わりしてしま

うことの重大さを思い知らされた。 

今、私は高校の理数科で学んでいる。この春には国からスーパー・サイエンス・ハイスクールの指定を受け、

科学的思考力を身につけるべく様々な実験や課題に取り組んでいる。科学を学べば学ぶほどその魅力に引きつ

けられる反面、時々広島での体験が思い起こされ、科学への畏れも感じる。生命科学者の中村桂子氏は、「生

き物を愛づる私たち」という講演の中で『堤中納言物語』の「虫愛づる姫君」の文章を引用して、科学あるい

は科学者のあり方に触れている。花や蝶など見た目に美しいものを愛でるのではなく、誰もが嫌がる毛虫をも

愛づる＝愛する心こそが、ものの本質を見極める真の鑑識眼だと述べ、科学の世界にもこの「愛づる」心が大

切だと言う。 

古典にはこうした奥が深くて美しく、物事の心理を言い当てている表現があり、現代の私たちが忘れ去って

いた心を取り戻させてくれる不思議な力がある。そしてそれは、科学にも通ずる心である。日本文学の立場か

ら世界の科学技術へ警鐘を鳴らすことも可能だ。 

今や、私たち一人ひとりが、様々な視点から現代の闇の部分を照らす努力をしなければならない時代になっ

ている。科学技術は何のためにあるのかということを念頭におきながら、自然や環境について、そして何より

も人間について深く考えていかなければならないのだ。 



 

 学校設定科目『人間科学』の講演会の日程が決定しました。 

【第１回】 
日 時  平成１５年１１月１９日（水） １４：００～ 

演 題  脳の働きのすばらしさ 

講 師  金沢大学 医学部 小 川  智 教授 

【第２回】  
日 時  平成１５年１２月１７日（水） １４：００～ 

演 題  免疫の働きのすばらしさ 

講 師  金沢大学 医学部 谷内江 昭 宏 教授 

 

 

 

 他県のＳＳＨ指定校との交流会を次のとおり企画しましたのでご報告します。 

 ★福井県立高志高校との交流会 
高志高校の生徒たちが本校を訪れ、ＳＳＨ事業の意見交換会を行います。 

日 時  平成１６年１月２４日(土) １０：００～ 

場 所  本校大会議室 

参加者  理数科１年生 ４０名 

 ★北陸３県の４校交流会（高志、高岡、富山） 
    日 時  平成１６年２月１４日(土)・１５日(日) (１泊) 

    場 所  富山高校(予定) 

    参加者  理数科１年生 代表４名 

   ※内容等は現在富山高校において検討中です。 

 上記のほかにＪＳＴ主催のＳＳＨ交流会が３月末に実施される予定になっています。 

 

 

 

 ７月にＪＳＴと石川県とが仮契約をしていましたが、正式に

契約書としての書類が整いましたのでご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

要求書を提出してから、はや２ヶ月。まだかまだかと気をもんでいたのですが、先

日、受注業者が決定したとの連絡がＪＳＴからありました。 

受注したのは「東急観光」です。今現在、東急観光と宿泊先や日程について詳細な

打合せを行っています。また、生徒たちは、１ヵ月後に迫ったつくばサイエンスツア

ーに向けて事前研修を着々と進めています。グループ研修の班分けも済み、来週は、

理科それぞれの分野について、担当教諭による事前学習会を行います。修学旅行とは

違った研修旅行にみんな期待でいっぱいです。 

 なお、東急観光がＪＳＴへ提出した旅行日程表は下記の通りですが、今後詳細な日

程を詰めていきますので、若干時間等の変更が出る場合もありますのでご承知おきく

ださい。 

 

 
 

 

 

 
★コンピュータ部の全国大会出場に続き、「原子力の日」記念論文募集に応募した作品が「文

部科学大臣賞」を受賞しました。次々と報告される１年９Ｈの活躍にこれからが楽しみです。 

★ＪＳＴとの本契約の連絡が届きホッとしたというのが実感です。備品等の要求も順調に進み、

順次納品されています。これからはこれらを活用しＳＳＨ事業の研究を進め、報告書をまとめ

ていかなければなりません。これからが一番大変なのかもしれません。 


